
入札および設計図書に関する質問回答書 

工 事 名 令和 5・6 年度 新たな小学校づくり事業 新統合小学校建築工事 

入札予定日 令和 5年 6月 27 日（火） 

質問事項 回  答 

 

質問１ 

外部見え掛かりになる鉄骨柱の仕上げについて 

意匠図「B-026」立面図にて、昇降口庇の柱が鉄骨

SOP 仕上げとなっておりますが、意匠図「B-046」

断面詳細図(3)ではフッ素樹脂塗装 亜鉛メッキ処

理となっております。また、意匠図「B-047」断面

詳細図(4)では X18 通りの見え掛かりの柱仕上げ

はフッ素樹脂塗装 亜鉛メッキ処理となっている

為、外部見え掛かりとなる鉄骨柱の仕上げ方法は、

亜鉛メッキ処理の上、フッ素樹脂塗装と考えてよ

ろしいでしょうか。 

 また、外部見え掛かりとなる鉄骨梁(Y4 通りの

持ち出し部及び X18 通り持ち出し部)についても

同様の仕上げと考えてよろしいでしょうか。 

 

質問２ 

 庇について、 

意匠図「B-024」2 階平面図では Y10 通りの外

側とX14通りから左側に屋根が持ち出されていま

すが、構造図「S-15」2 階上部梁伏図では庇が確認

できません。庇の有無、及び詳細のご指示をお願

いいたします。 

 

質問３ 

 屋根勾配方向について 

 意匠図「B-025」屋根伏図では、Y9～10・X14～

15 間の屋根(前室 2 と洗浄室上部)の勾配方向が

Y10 通りに向かって水下となっておりますが、構

造図「S-20」軸組図(3)ではＹ9 通りに向かい水下

となっております。どちらを正とすればよろしい

でしょうか。 

 

 

回答 1 

 宜しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答２ 

必要です。意匠図（B-044,B-045）の通りです。 

 構造参考資料（資料１）を提出します。 

 

 

 

 

 

回答３ 

 意匠図 B-025 図を参照とします。 

 



質問事項 回  答 

 

質問４ 

 B-135 体育館舞台設備詳細図 引分緞帳 手

動開閉式と記載ありますが、内訳書№135 は電動

開閉式と相違あります。どちらを正とするか指示

願います。 

 

質問５ 

 B-135 体育館舞台設備詳細図 美術ﾊﾞﾄﾝ 電

動昇降ﾜｲﾔ巻取式と記載ありますが、内訳書№136

は手動開閉ﾛｰﾌﾟ引式と相違あります。どちらを正

とするか指示願います。また、ﾏｸﾞﾈｯﾄﾊﾞﾄﾝと説明

ありますが詳細を教示願います。 

 

質問６ 

 S-12 杭、ﾋﾟｯﾄ伏図 内訳書№12～15 杭施工

者から既製杭の納期は発注から 4 ヶ月、工期は実

働 76 日を想定すると連絡されました。契約後 7 ヶ

月以上杭工事に係ると全体工期に影響すると考え

ます。何か良い案があれば教示願います。 

また、杭打ち機械を増やす場合は機械の運搬・組

立・解体費を別途協議願います。 

 

質問７ 

 S-12 杭、ﾋﾟｯﾄ伏図 杭工事仕様に本杭長の最

終決定は試験杭の打設結果をみて決定と記載あり

ますが、試験杭の前に発注して製作を進めるため

この対応はできないことをご了承願います。また、

試験杭を+1m で行う場合は別途費用を協議願い

ます。 

 

 

 

回答４ 

手動開閉式としてください。 

 

 

 

 

回答５ 

手動開閉ロープ引式としてください。 

マグネットバトンとありますが、吊りものをクリ

ップ等で吊り下げられる仕様としてください。 

 

 

 

回答６ 

 全体工程厳守を原則に、杭打機を増やし工期の

短縮を図るなどが想定されます。必要に応じ、現

場協議により対応を図ります。。 

 

 

 

 

 

回答７ 

 了承。試験杭の+1ｍについては行いません。 



質問事項 回  答 

質問８ 

 B-096～099 建具表(6)～(9) 内訳書№42～45 

木製建具 WD-101/102/106/107/112/ 

117/201/202/206/208 ・ WW-101 ・ GP-101 ～

104/201 の枠及び方立の項目が木工事にありませ

ん。造作材米松上小節 10 ㎥に含まれると考えて良

いでしょうか。指示願います。 

 

質問９ 

 B-044～048 断面詳細図(1)～(5) 屋根面断熱

材ｸﾞﾗｽｳｰﾙ受材 LGS、内訳書№56 斜め天井軽鉄下

地 19 型下地張りなし＠225 3477 ㎡と記載あ

りますが、軽量鉄骨天井下地野縁 19 形でのｸﾞﾗｽｳ

ｰﾙ 16 ㎏の取付はできないと考えます。部材変更の

場合は別途協議願います。 

 

質問１０ 

 B-053 部分詳細図(1) 19～20 天井図に耐震ｸ

ﾘｯﾌﾟと記載ありますが、図面特記及び内訳書 金

属工事 軽量鉄骨天井下地に耐震天井という記載

はありません。耐震天井として仕様が変わる場合

は別途協議願います。 

 

質問１１ 

 B-053 部分詳細図(1) 22 ﾙｰﾊﾞｰ図に天井下地

が記載され、内訳書№55 天井軽鉄下地ﾀﾞﾌﾞﾙ野縁

25 型＠300 485 ㎡とあります。特定天井として

仕様が変わる場合は別途協議願います。 

 

質問１２ 

 図面と金抜設計書の照明器具の台数に差異があ

ります。（LSS9-4-48LN：図面 40 台・設計書 38

台、LSS9-4-65LN：図面 126 台・設計書 125 台、

DL1：図面 28 台・設計書 24 台、DL3：図面 0 台・

設計書 2 台、DL4：図面 152 台・設計書 143 台、

DL6：図面 118 台・設計 117 台）図面からの数量

で積算をすれば良いですか。 

 

回答８ 

 含まれます。 

 

 

 

 

 

 

回答９ 

 設計図通りとする。取付け仕様については現場

協議とします。 

 

 

 

 

 

回答１０ 

 耐震天井ではありません。仕様については安全

性を最大限考慮し、現場協議にて決定します。 

 

 

 

 

回答１１ 

 特定天井ではありません。 

 

 

 

 

回答１２ 

 積算台数について下記の通りとします。 

LSS9-4-48LN：39 台、LSS9-4-65LN：125 台、

DL1：28 台、DL3：0 台、DL4：152 台、DL6：

118 台 

 

 

 



質問１３ 

 （図面 E-51、53,、57、59）拡声設備の FM ｱﾝ

ﾃﾅ、AM ｱﾝﾃﾅ、ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備の UHF ｱﾝﾃﾅと

BS ｱﾝﾃﾅが 2 本のﾎﾟｰﾙで屋根上に設置する図面に

なっていますが、積雪地の事を考慮して屋根上の

設置は止めた方が良いと思います。協議をお願い

します。 

 

質問１４ 

 換気設備 

シロッコファンFS-1-1 FE-1-1 FE-1-2鋼製架

台での施工ですか。鋼材の種類を教えてください。

（図面：M-05  MA-05） 

 

質問１５ 

 体育館棟 

長方形ダクト保温・スパイラルダクト保温屋内露

出の仕様をお教え願います。（内訳書：別紙明細-

024 NO.103） 

 

質問１６ 

 別紙内訳書NO.60,61確認お願いします。（図面：

MP-04 MP-05 内訳書：細目別 NO.60 NO.61） 

 

回答１３ 

 現場協議にて決定します。 

 

 

 

 

 

 

回答１４ 

 鋼製架台になります。 

種類は「公共建築設備工事標準図(機械設備工事

編)(令和4年版) p116.形鋼振れ止め支持部材選定

表(一)」を参考としてください。 

 

回答１５ 

グラスウール保温t25としてください。外装はカ

ラー亜鉛鉄板としてください。 

 

 

 

回答１６ 

別紙内訳書に青字にて追記いたしましたので、ご

確認下さい。（資料２） 

 

 

 

※補足事項 

構造図 S-01 の壁開口補強の仕様に対して、一部見

えづらい部分がありましたので修正した図面を添

付いたします。(資料３) 

 

 

  

 

 

 

 

 


